
ブリッジ ・固定されるため、

　治療後の違和感は

　あまりない

・修復材料によって

　は治療したことが

　ほとんど判らない

　ようにできる

・支えに使う健康な

　歯を削る

・支えの歯に大きな

　負担がかかる

・修復物と歯ぐきと

　の間が汚れがたま

　りやすい

・保険治療の範囲内

　で修復可能。ただ

　し作ることができ

　るブリッジに限り

　がある

・天然歯に近い色調

　にできるセラミッ

　クスや、かみ合わ

　せたときのあたり

　がより天然歯に近

　い貴金属による修

　復は、自由診療の

　対象

・自由診療の費用は、

　使う材料等により

　幅がある

・ブリッジによる修復

　ができないような

　場合でも対応できる

・健康な歯を削らず

　にすむ（バネで固

　　　　　 定する）

義歯 ・バネによって支えの

　歯に負担がかかる

・３～４割ほど噛む

　力が低下する

・取り外し式である

・入れたときの違和

　感が強い

・バネや床の下に汚

　れがたまりやすい�

・保険が適用される

・バネや床、人工歯を

　作る材料によって

　は自由診療になる

・義歯の使用に慣れ

　るためには少し

　時間がかかる

修復方法 良い点 考慮する点 その他

二度と生えてこない歯を失うことはとても残念なことです。しかし抜けた

ままに放置すると残っている歯に様々な問題がおきてしまいます。あなたの

お口の健康を守るために、かかりつけの歯科医師とよく相談し、納得できる

治療法で早めに修復治療を受けましょう。

人工歯

人工歯

土台になる歯
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　歯を失ったとき、これまでのようなブリッジや義歯の治療に不安や不満を

感じる方がいます。そのような方には、天然歯と変わらない感覚が満足感を

与える新しい治療法『インプラント』をお勧めします。

治療方法

・１本から多数

歯の欠損まで

適用範囲が広

い

・顎の骨に直接

固定するので、

噛み心地が変

わらずしかも

良く噛める

・健康な歯を削

らずに済む

・見た目では修

復したという

ことがほとん

どわからない

・噛む刺激が顎

の骨に伝わり、

顎の骨がやせ

ない

良い点

インプラント

考慮する点

・人工歯をのせ

る土台となる

インプラント

を埋め込む手

術がある

・インプラント

ができない全

身疾患やお口

の状態がある

その他治療方法 良い点 考慮する点 その他

・保険適用外の

治療法である

（自由診療）

・埋めるインプ

ラントの本数

や手術の難易

度により費用

は異なる

・いつまでも良

い状態でイン

プラントを保

つには、日頃

からのブラッ

シングによる

プラークコン

トロールと、

定期的な歯科

医 院 で の

チェックとお

手入れが必須

です

支台部

人工歯根

歯ぐき

あごの骨

人口歯根


